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特集●「シルクおかや」新次元宣言！

「シルクおかや」新次元宣言！
元祖岡谷ブランドの進化と深化をめざして

特集

　岡谷で生産された生糸が、No.1のジャパンブランドとして世界に輝きを放った
時代がありました。製糸隆盛は技術を育み、まちを発展させ、日本の近代化を支
えて、先進的なものづくりの原動力となりました。
　生糸、そして製糸に関わる人々が紡いできた歴史や誇り、受け継がれてきた経
験とその蓄積。岡谷ならではのこうした資産を活用し、これからわたしたちがめざ
すもの…それはシルク文化の再構築。これまでにない価値の創造に向けて、新
たな挑戦が始まります。「伝統×技術×可能性」が生み出す光＝ブランド力を信じ
て、さあ未来へ。
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63
年
間
に
わ
た
り
市
内
で
、
ま
ゆ
と
生
糸
の
研
究
、
繰
糸
技

術
、
機
械
の
革
新
、
シ
ル
ク
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
応
用
な
ど
を
続
け

て
い
た
独
立
行
政
法
人
農
業
生
物
資
源
研
究
所
（
か
つ
て
の
蚕

糸
試
験
場
）。
こ
こ
で
は
、
近
代
化
産
業
遺
産
認
定
を
受
け
た

多
条
繰
糸
機
を
は
じ
め
と
す
る
貴
重
な
機
械
類
が
、
昨
年
度
ま

で
実
際
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
研
究
所
の
閉
所
に
伴
い
、
施

設
や
現
役
の
機
械
を
国
か
ら
無
償
で
譲
り
受
け
た
市
で
は
、
こ

こ
を
整
備
し
、
新
病
院
建
設
用
地
内
に
あ
る
市
立
岡
谷
蚕
糸
博

物
館
の
移
転
先
と
す
る
計
画
の
も
と
「
旧
農
業
生
物
資
源
研
究

所
活
用
構
想（
案
）」を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

蚕
糸
が
育
ん
だ
文
化

と
歴
史
、
そ
し
て
先
人

の
遺
業
を
伝
承
す
る
と

と
も
に
、
新
た
な
シ
ル
ク

文
化
を
生
み
出
す
新
施

設
は
、
平
成
26
年
度
の

オ
ー
プ
ン
を
め
ざ
し
て
、

こ
れ
か
ら
、
よ
り
付
加

価
値
の
高
い
展
示
方
法

や
岡
谷
ブ
ラ
ン
ド
発
信

拠
点
と
し
て
の
あ
り
方

な
ど
の
具
体
的
な
検
討

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

新
施
設
に
は
、次
の
既
存
５
施
設
を
集
約
。

「
収
集
・
保
管
」「
展
示
・
公
開
」「
調
査
・

研
究
」「
学
習
・
体
験
」「
広
報
・
普
及
」「
岡

谷
ブ
ラ
ン
ド
の
創
造
」
な
ど
の
機
能
を
集
中

し
、
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
パ
ワ
ー
を
発
揮
。

伝
統
×
技
術
×
可
能
性
で
、
新
た
な
価
値
の

創
造
を
め
ざ
し
ま
す
。

❶
市
立
岡
谷
蚕
糸
博
物
館

県
有
形
民
俗
文
化
財
、
近
代
化
産
業
遺
産
に
続
い
て
機
械

遺
産
の
認
定
も
受
け
た
蚕
糸
・
製
糸
に
関
す
る
機
械
類
の
ほ

か
、
所
蔵
す
る
貴
重
な
資
料
の
保
管
・
展
示
。
見
学
、
学

習
活
動
、
情
報
発
信
。

❷
旧
農
業
生
物
資
源
研
究
所

所
有
し
て
い
た
製
糸
機
械
類
の
保
守
・
保
管
・
展
示
と
調
査
・

研
究
成
果
の
応
用
。

❸
㈱
宮
坂
製
糸
所

諏
訪
式
や
上
州
式
な
ど
歴
史
的
な
座
繰
り
技
術
か

ら
、
よ
り
近
代
化
し
た
繰
糸
工
程
ま
で
、
生
糸
の

製
造
過
程
を
直
に
見
学
。
民
間
力
の
導
入
。

❹
岡
谷
絹
工
房

機
織
り
体
験
、
染
色
体
験
、
絹
製
品
づ
く
り
な
ど
に
よ
る

文
化
の
継
承
と
普
及
、
学
習
活
動
。

❺
ま
ゆ
ち
ゃ
ん
工
房

ま
ゆ
ア
ー
ト
体
験
な
ど
を
通
じ
、
ま
ゆ
と
生
糸
に
親
し
む
啓
発
活
動
。

むすぶ

現状の旧農業生物資源研究所（管理棟）

問合せ●ブランド推進室（内線1491）

県道
下辰
線県

道
楢
川
岡
谷
線

本正寺
諏訪倉庫

商工
会館

敬
念
寺

市役所
岡谷病院

アピタ
蚕糸公園

カノラ
ホール

塚
間
川

至岡谷駅

至
R
20

至R20
旧農業生物資源

研究所

消防署

旧
農
業
生
物
資
源
研
究
所
が

市
の
施
設
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
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め
、
昭
和
20
年
よ
り「
蚕
糸
記
念
館
」を

開
館
、
そ
の
後
、
片
倉
懐
古
館
よ
り
寄

贈
さ
れ
た
資
料
も
合
わ
せ
、
昭
和
39
年
、

製
糸
業
界
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
か

ら
の
寄
付
に
よ
り
、
新
た
に「
市
立
岡
谷

蚕
糸
博
物
館
」が
開
館
し
ま
し
た
。

　

蚕
種（
蚕
の
卵
）製
造
か
ら
養
蚕
、
製

糸
ま
で
に
使
わ
れ
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な

器
具
、
機
械
類
や
絹
製
品
、
製
糸
経
営

史
料
、
工
女
の
生
活
や
ま
ち
の
歴
史
な

ど
を
し
の
ぶ
写
真
な
ど
約
３
万
点
を
収

蔵
、
展
示（
一
部
）し
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
４
４
２
点
は
昭
和
41
年
に
県
宝
（
県

有
形
民
俗
文
化
財
）、
平
成
19
年
に
は

経
済
産
業
省
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
に

認
定
さ
れ
、昨
年
は
、一
般
社
団
法
人
日

本
機
械
学
会
に
よ
り
「
日
本
の
機
械
技

術
発
展
の
歴
史
で
重
要
な
も
の
」
と
し

て
、
繰
糸
機
群
が「
機
械
遺
産
」の
認
定

を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
評
価
に
よ
り
、

こ
こ
へ
き
て
一
段
と
関
心
と
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。

倉
組
の
製
糸
事
務
所
な
ど
は
、
建
築
時

の
姿
を
今
も
と
ど
め
、
保
存
・
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
昭
和
11
年
に
市
制

が
施
行
さ
れ
た
時
、
製
糸
家
尾
澤
福
太

郎
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
旧
岡
谷
市
役
所
庁

舎
も
、
当
時
の
発
展
を
伝
え
る
貴
重
な

建
造
物
で
す
。

　

明
治
以
来
の
製
糸
近
代
化
の
精
神
を

伝
え
る
産
業
遺
産
と
技
術
が
今
な
お
生

き
て
い
る
ま
ち
、
そ
れ
が
岡
谷
で
す
。

市
立
岡
谷
蚕
糸
博
物
館

　

日
中
戦
争
以
降
の
混
乱
期
に
蚕
糸

業
関
連
資
料
の
収
集
・
展
示
を
行
う
た

引
。「
シ
ル
ク
お
か
や
」
の
製
糸
こ
そ
が
、

も
の
づ
く
り
日
本
の
土
台
を
形
成
し
た

と
いっ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

岡
谷
の
ま
ち
は
、
製
糸
業
の
飛
躍
的

な
伸
び
に
合
わ
せ
て
発
展
。人
口
が
増
加

し
、
電
話
、
病
院
、
水
道
、
電
気
、
ガ
ス

な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
、
近
代
化
す
る

製
糸
工
場
か
ら
い
ち
早
く
整
備
さ
れ
る

と
と
も
に
、
経
営
者
の
努
力
も
あ
っ
て
、

従
業
員
の
労
働
環
境
の
改
善
や
、
福
利

厚
生
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
明
治

40
年
に
完
成
し
た
旧
林
家
住
宅
は
、
製

糸
全
盛
時
代
の
製
糸
家
の
く
ら
し
を
し

の
ば
せ
て
く
れ
ま
す
。
本
格
的
な
洋
風

建
築
を
先
取
り
し
た
、
山
一
林
組
や
片

　

岡
谷
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
展
示
、
日
本
に
１
つ
し
か
な
い
貴

重
な
博
物
館
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
蚕
糸
博
物
館
の
機
能
を
進
化

さ
せ
、
市
民
は
じ
め
全
国
か
ら
の
来
訪
者
に
、
蚕
糸
・
製
糸
業
の

歴
史
、岡
谷
が
日
本
の
近
代
化
に
果
た
し
た
役
割
を
紹
介
し
ま
す
。

ひもとく

製糸業全盛期のようす

諏訪式繰糸機

旧山一林組製糸事務所

旧林家住宅 洋間

岡
谷
の
歴
史

　

殖
産
興
業
に
取
り
組
む
明
治
政
府

が
、官
営
富
岡
製
糸
場
を
創
業
し
た
後
、

岡
谷
で
は「
諏
訪
式
」と
呼
ば
れ
る
繰
糸

機
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。
生
糸
の
品
質

を
向
上
さ
せ
る
「
共
同
揚
返
し
」
と
い
う

画
期
的
な
方
法
の
開
発
に
よ
り
、
明
治

中
期
に
は
「
信
州
上
一
番
」
と
い
う
上
級

格
の
生
糸
の
産
地
と
し
て
そ
の
名
を
高

め
、
一
気
に
躍
進
を
始
め
ま
し
た
。
明

治
40
年
代
に
は
、
日
本
が
世
界
一
の
生

糸
生
産
国
と
な
り
、
岡
谷
は
そ
の
発
展

の
中
核
と
し
て
国
家
の
近
代
化
を
け
ん
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ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
３
ゾ
ー
ン
で

構
成
し
、
展
示
に
体
験
要
素
を
加
え
た
新
た
な
ス
タ
イ
ル
で「
何
か

が
生
み
出
さ
れ
る
」と
い
う
期
待
と
実
感
を
ア
ッ
プ
。
現
代
に
生
き

続
け
る
蚕
糸
・
製
糸
の
生
産
工
程
を
実
際
に
備
え
、
人
の
活
力
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
す
る
こ
と
で
、
シ
ル
ク
の
魅
力
を

現
在
進
行
形
で
深
化
。
岡
谷
ブ
ラ
ン
ド
の
コ
ア
と
し
て
、
メ
イ
ド
・

イ
ン
・
オ
カ
ヤ
の
発
信
基
地
と
し
て
、
ま
た
、
市
内
の
近
代
化
産

業
遺
産
群
な
ど
へ
の
回
遊
の
拠
点
と
し
て
産
業
観
光
を
推
進
す
る

な
ど
、
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
の
産
業
振
興
、
観
光
振
興
に
貢
献
し

ま
す
。

　

既
存
施
設
の
移
管
に
留
ま
ら
ず
、
集
積
し
た
機
能
を
縦
横
に
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で「
学
ぶ
」「
つ
く
る
」「
見
る
」「
選
ぶ
」「
発
信

す
る
」
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
提
案
。
蚕
糸
・
製
糸
業
に
か

か
わ
る
人
材
育
成
や
、
地
域
で
の
養
蚕
へ
の
取
り
組
み
と
の
連
携
、

生
糸
お
よ
び
創
造
性
に
富
ん
だ
絹
製
品
の
販
路
の
開
拓
や
生
産
拡

大
に
寄
与
し
ま
す
。市
民
が
岡
谷
の
歴
史
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

ま
ち
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
醸
成
す
る
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
ま
た

外
か
ら
の
来
訪
者
に
向
け
て
は
、
岡
谷
ブ
ラ
ン
ド
発
信
の
役
割
を

担
っ
て
、
新
し
い「
シ
ル
ク
お
か
や
」の
文
化
を
生
み
出
し
て
い
く
場

と
し
て
活
用
し
ま
す
。

つなげる

おりなす
施設ゾーニング案
　既存施設を有効に活用し、シルクやまゆの輝く白を基調
に、シンプルなデザインで個性をアピール。動態展示や体
験に対応する広い空間に３つのゾーンを展開します。

［2階］ 収蔵スペースなど

歴史展示など
エントランス

実物展示など

生産工程見学エリア

ワークショップ・
体験スペース

ショップ
スペース

ギャラリー
スペース管理スペース

資料・研究
エリア

収蔵スペースなど

ワークショップゾーン

ギャラリーゾーン

ミュージアムゾーン

歴史展示など
エントランス

実物展示など

生産工程見学エリア

ワークショップ・
体験スペース

ショップ
スペース

ギャラリー
スペース管理スペース

資料・研究
エリア

［2階］

ワークショップゾーンイメージ

ギャラリーゾーンイメージ

ミュージアムゾーン
イメージ

ミュージアム
学ぶ。

ギャラリー
見る。買う。

ワークショップ
つくる。


